


広報とままえ　９月号　2頁

八
月
二
十
七
日
、
留
萌
管
内
九
市
町
村
で
連
携
し
た
事
業

で
も
あ
る
、
第
二
十
回
日
本
海
オ
ロ
ロ
ン
ラ
イ
ン
ト
ラ

イ
ア
ス
ロ
ン
国
際
大
会
（
国
内
最
長
二
四
四
・
七
㌔
）
が
道
内

外
か
ら
参
加
し
た
五
百
十
七
名
で
増
毛
町
を
ス
タ
ー
ト
し
た
。

当
町
か
ら
は
、
男
子
個
人
三
名
、
女
子
一
名
、
リ
レ
ー
の
部

四
組
に
六
名
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
、
真
夏
を
思
わ
せ
る
天
候
の
中
、

水
泳
二
㌔
、
バ
イ
ク
（
自
転
車
）
二
百
・
九
㌔
、
ラ
ン
四
十
・

八
㌔
の
最
後
の
レ
ー
ス
に
挑
戦
し
た
。

管
内
の
最
高
気
温
は
、
羽
幌
で
二
五
・
五
度
、
天
塩
で
二

五
・
四
度
な
ど
、
各
地
で
平
年
を
三
度
程
度
上
回
り
、
最
後
の

レ
ー
ス
は
、
夏
の
暑
さ
と
の
戦
い
と
な
っ
た
。

レ
ー
ス
は
、
予
想
以
上
に
暑
さ
と

の
戦
い
と
な
り
、
各
選
手
は
後

半
に
入
り
、
体
力
の
消
耗
が
目
立
っ

て
い
た
。

優
勝
は
、
終
始
ト
ッ
プ
を
譲
ら
な

か
っ
た
招
待
選
手
の
濱
野
隆
弘
選
手

（
静
岡
県
）、
二
位
は
ス
チ
ュ
ア
ー

ト
・
ス
ミ
ス
（
愛
知
県
）
で
、
留
萌

管
内
ト
ッ
プ
は
、
七
位
に
入
っ
た
進

藤
隆
選
手
（
留
萌
）
と
な
り
、
苫
前

町
の
ト
ッ
プ
は
、
伊
藤
優
選
手
（
古

丹
別
）
の
二
一
三
位
、
佐
藤
隆
裕
選

手
（
苫
前
）
は
二
三
六
位
と
な
り
、

早
川
尚
選
手
（
古
丹
別
）
は
、
惜
し

く
も
ラ
ン
の
途
中
で
時
間
制
限
と
な

っ
た
。
ま
た
、
友
好
町
（
旧
三
重
県

長
島
町
）
か
ら
五
回
目
の
出
場
と
な

る
市
野
善
隆
さ
ん
も
、
惜
し
く
も
ゴ

ー
ル
を
逃
し
た
が
苫
前
町
民
の
声
援

に
感
謝
し
て
い
た
。

女
子
で
は
、
個
人
で
唯
一
の
参
加

者
、
秋
山
よ
し
え
選
手
（
古
丹
別
）

が
総
合
で
二
八
〇
位
と
健
闘
し
た
。

リ
レ
ー
の
部
で
は
、
三
十
チ
ー
ム

が
エ
ン
ト
リ
ー
し
、
Ｇ
ａ
ｒ
ａ

ｇ
ｅ
・
Ｓ
ｔ
ｒ
ｅ
ｅ
ｔ
（
玉
野
真
理

子
、
福
田
政
弘
、
山
崎
裕
貴
）
八
位
、

苫
前
Ｉ
Ｃ
〜
Ｎ
Ｓ
Ｒ
（
赤
松
弥
生
、

川
勝
康
弘
、
三
木
昌
子
）
九
位
、
苫

前
＆
宮
古
島
（
合
田
瑞
枝
、
上
地
広

男
、
合
田
真
智
子
）
十
位
と
上
位
に

入
賞
し
た
。
ま
た
、
合
田
瑞
枝
さ
ん

は
ス
イ
ム
部
門
で
、
総
合
一
位
の
記

録
と
な
っ
た
。
苫
前
Ｉ
Ｒ
Ｏ
Ｎ
Ｍ
Ａ

Ｎ
Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ
―
Ｓ
Ｋ
Ｏ
の
佐
藤
明
子

選
手
も
水
泳
で
健
闘
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な

く
し
て
は
開
催
で
き
な
い
こ
と

は
、
選
手
が
一
番
わ
っ
か
っ
て
い
る
。

当
町
は
、
町
内
通
過
の
各
所
で
約
二

百
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
配
置
し
、

運
営
協
力
を
図
っ
て
い
る
が
、
町
内

通
過
後
に
初
山
別
村
の
エ
イ
ド
二
ヶ

所
を
十
年
以
上
担
当
し
て
い
る
の
が
、

商
工
会
女
性
部
（
渡
部
豊
子
部
長
）

と
商
工
会
青
年
部
（
千
葉
勇
一
部
長
）

で
あ
る
。

初
山
別
の
第
三
栄
簡
易
エ
イ
ド
を

担
当
す
る
青
年
部
エ
イ
ド
は
、
通
過

選
手
か
ら
一
番
元
気
や
パ
ワ
ー
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
エ
イ
ド
で
有
名

に
な
っ
て
お
り
、
女
性
部
の
エ
イ
ド

は
、
優
し
さ
と
ビ
タ
ミ
ン
愛
の
エ
イ

ド
と
な
っ
て
い
る
。

渡
部
部
長
は
「
こ
れ
ま
で
長
い
間

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
と
何
人

も
の
選
手
か
ら
言
わ
れ
、
涙
が
出
ま

す
」
と
感
慨
深
げ
で
あ
っ
た
。

第20回日本海オロロンライントライアスロン国際大会
ＴＨＥ　ＦＩＮＡＬ　ＳＴＡＧＥ

最後の力を出し切りチーム３人でゴールに飛び込む合田真智子さん（中央）

初山別の第2栄南沢バス停エイドを担当する
商工会女性部の皆さん

水泳少年団の教え子と一緒にゴールする佐藤隆裕、明子夫妻

個人では町内トップでランに入る
伊藤優さん（遠別町の道の駅エイド）

参加選手の
背中には、
感謝のこと
ばがにじん
でいた。

総合順位 総合時間 自転車 ランニング 

442 伊藤　　優 213 13:08:35 39:38.7 6:42:09 5:46:47

435 佐藤　隆裕 236 13:17:51 48:07.0 6:54:41 5:35:02

71 秋山よしえ 280 13:33:44 41:42.5 7:01:54 5:50:07

リレー チーム名 リレー順位 総合時間 自転車 ランニング 

玉野真理子 福田　政弘 山崎　裕貴 

55:50.6 6:21:20 4:05:06

赤松　弥生 川勝　康弘 三木　昌子 

40:37.6 6:10:06 4:32:52

合田　瑞枝 上地　広男 合田真智子 

26:34.0 6:57:33 4:48:42

佐藤　明子 川村　典子 小田　雄介 

41:17.4 5:03:34
1016

苫前ＩＲＯＮ 
ＭＡＮＣＬＵ 
Ｂ－ＳＫＯ 

5:44:51

8 11:22:171003 Ｇａｒａｇｅ 
Ｓｔｒｅｅｔ 

1005 苫前IC̃NSR 9 11:23:36

1022 苫前＆宮古島 10 12:12:50

番　号 氏　名 水　泳 

水　泳 

参加者の成績

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
に
感
謝

さ
よ
な
ら
鉄
人
レ
ー
ス
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韓
国
の
国
会
議
員
が

風
力
発
電
視
察

八
月
八
日
、
当
町
の
風
力
発
電
施

設
な
ど
を
視
察
す
る
た
め
に
、
韓
国

か
ら
国
会
議
員
（
産
業
委
員
会
）
七

名
と
国
会
公
務
員
一
名
、
韓
国
原
子

力
文
化
財
団
三
名
、
通
訳
一
名
が
来

町
し
た
。
午
後
一
時
か
ら
役
場
三
階

会
議
室
に
て
、
森
町
長
（
風
力
発
電

推
進
市
町
村
全
国
協
議
会
長
）
が

「
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
と
お
し
て
日
本

と
韓
国
の
交
流
が
よ
り
深
ま
る
こ
と

を
期
待
し
ま
す
」
と
歓
迎
の
挨
拶
し

た
。風

車
建
設
な
ど
の
経
緯
や
現
況
、

シ
ス
テ
ム
い
つ
い
て
、
町
高
田
主
任

技
師
が
説
明
し
、
質
疑
応
答
を
行
っ

た
。
説
明
後
は
、
上
平
グ
リ
ー
ン
ヒ

ル
ウ
ィ
ン
ド
フ
ァ
ー
ム
や
蓄
電
施
設

内
も
視
察
し
た
。
世
界
的
に
原
油
の

急
騰
も
あ
り
、
韓
国
で
も
原
油
に
変

わ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
研
究
を

深
め
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

韓国議員の皆さん

八
月
十
日
、
農
事
組
合
法
人
ア
グ

リ
ラ
ン
ド
（
村
本
隆
代
表
）
の
飼
料

乾
燥
調
製
貯
蔵
施
設
「
苫
前
Ｔ
Ｍ
Ｒ

セ
ン
タ
ー
」（
字
旭
）
の
落
成
式
が
同

セ
ン
タ
ー
で
、
森
町
長
ら
関
係
者
約

八
十
人
が
出
席
し
、
船
出
を
祝
っ
た
。

農
事
組
合
法
人
ア
グ
リ
ラ
ン
ド
は
、

十
四
戸
で
設
立
し
た
。
生
産
性
を
高

め
、
コ
ス
ト
の
削
減
を
目
指
し
て
建

設
し
た
施
設
の
敷
地
面
積
は
、
約
一

万
六
千
平
方
メ
ー
ト
ル
で
、
バ
ン
カ

ー
サ
イ
ロ
が
八
基
、
飼
料
調
整
庫
や

管
理
棟
、
自
走
式
ミ
キ
サ
ー
な
ど
が

あ
る
。

総
事
業
費
は
二
億
七
千
八
百
万
円

で
、
そ
の
う
ち
町
と
道
の
補
助
金
は

約
一
億
円
。
森
町
長
は
「
Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ

ン
タ
ー
は
、
町
の
酪
農
業
に
と
っ
て

重
要
な
施
設
で
あ
り
、
こ
の
施
設
が

成
功
す
る
こ
と
に
よ
り
、
町
の
農
業

自
体
が
よ
り
一
層
開
け
て
く
る
」
と

あ
い
さ
つ
し
た
。
出
席
者
は
、
同
セ

ン
タ
ー
を
見
学
後
に
と
ま
ま
え
温
泉

ふ
わ
っ
と
に
移
動
し
、
祝
賀
会
を
行

っ
た
。

村
本
代
表
は
「
こ
の
Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン

タ
ー
を
利
用
し
て
、
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン

と
少
し
で
も
生
産
性
を
高
め
る
こ
と

が
使
命
で
す
。
ま
た
、
明
日
の
苫
前

の
酪
農
、
そ
し
て
、
苫
前
町
の
農
業

は
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
問
い
な
が
ら

頑
張
っ
て
行
き
た
い
」
と
決
意
の
あ

い
さ
つ
を
し
た
。
そ
の
後
、
出
席
者

ら
は
和
や
か
に
会
食
を
し
、
明
日
へ

の
鋭
気
を
養
っ
た
。

バンカーサイロ８基を備えている

船出を祝う落成式の様子

苫
前
Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
完
成

苫
前
Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
完
成
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道
の
駅
「
風
ｗ

ふ
わ
っ
と

と
ま
ま
え
」
が
誕
生

函
館
か
ら
自
転
車
で
帰
っ
て
き
た

ヒ
ラ
メ
の
放
流

八
月
十
日
付
け
で
正
式
に
登
録

さ
れ
た
道
の
駅
「
風
Ｗ
と
ま
ま
え
」

を
受
け
、
二
十
三
日
に
、
吉
本
靖

俊
留
萌
開
発
建
設
部
長
、
財
津
知

亨
道
路
第
一
課
長
、
古
田
文
史
羽

幌
道
路
事
務
所
長
と
森
町
長
、
斉

藤
助
役
、
星
野
議
長
、
藤
田
観
光

協
会
長
、
菊
地
商
工
会
長
、
三
浦

支
配
人
、
山
田
企
画
振
興
課
長
ら

が
出
席
し
、
第
二
十
二
回
「
道
の

駅
」
登
録
証
の
交
付
式
が
と
ま
ま

え
温
泉
ふ
わ
っ
と
で
行
わ
れ
た
。

こ
れ
は
、
と
ま
ま
え
温
泉
ふ
わ

っ
と
を
「
道
の
駅
」
と
し
て
の
機

能
を
持
た
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
よ

り
多
く
の
利
用
者
を
期
待
す
る
と

と
も
に
、
情
報
基
地
・
休
憩
基
地
、

地
域
と
と
も
に
つ
く
る
個
性
豊
か

な
に
ぎ
わ
い
の
場
と
し
て
誕
生
し
、

近
隣
町
村
と
連
携
す
る
こ
と
に
よ
り
、

ド
ラ
イ
バ
ー
が
道
路
情
報
や
観
光
情

報
、
特
産
品
情
報
な
ど
も
収
集
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

当
日
は
、
吉
本
部
長
よ
り
森
町
長

（
苫
前
町
振
興
公
社
社
長
）
へ
「
道
の

駅
」
登
録
証
が
渡
さ
れ
た
。

現
在
、
全
国
で
は
八
百
四
十
五
ヶ

所
「
道
の
駅
」
が
あ
り
、
留
萌
管
内

で
は
、
小
平
町
、
羽
幌
町
、
遠
別
町
、

天
塩
町
に
次
ぐ
五
番
目
と
な
る
。

森
町
長
は
「
日
本
海
沿
岸
や
オ
ロ

ロ
ン
ラ
イ
ン
の
拠
点
と
な
る
よ
う
な

イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
道
の
駅
と
な
る

よ
う
に
努
力
し
た
い
」
と
挨
拶
し
た
。

今
後
、
道
路
情
報
端
末
機
等
を
設
置

し
、「
道
の
駅
」
と
し
て
の
オ
ー
プ
ン

は
十
一
月
を
予
定
し
て
い
る
。

二
泊
目
の
道
立
自
然
少
年
の
家
ネ

イ
パ
ル
森
で
は
、
小
樽
と
函
館
の
合

唱
団
と
も
交
流
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

八
日
間
、
同
じ
釜
の
飯
を
食
べ
、

枕
を
並
べ
て
過
ご
し
た
こ
と
に
よ
り
、

思
い
や
り
、
た
す
け
あ
い
な
ど
の
仲

間
意
識
が
深
ま
り
、
ゴ
ー
ル
後
は
達

成
感
と
仲
間
と
の
別
れ
を
惜
し
み
、

涙
し
た
子
ど
も
た
ち
。

ま
た
、
絆
が
深
ま
っ
た
の
は
、
子

ど
も
た
ち
だ
け
で
は
な
い
、
引
率
し

た
教
員
や
社
会
教
育
職
員
も
同
じ
心

境
で
あ
っ
た
。

昨
年
か
ら
苫
前
町
と
羽
幌
町
の
教

育
委
員
会
、
両
町
子
ど
も
会
育
成
連

絡
協
議
会
が
連
携
し
て
こ
の
事
業
を

展
開
し
て
い
る
。
こ
の
連
携
も
、
子

ど
も
た
ち
の
交
流
と
育
成
に
大
き
な

手
助
け
と
な
っ
て
い
る
。

八
月
十
一
日
、
苫
前
漁
港
北
側
ダ

ブ
ル
デ
ッ
キ
に
あ
る
斜
路
か
ら
ヒ
ラ

メ
の
種
苗
が
放
流
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、

（
社
）
北
海
道
栽
培
漁
業
振
興
公
社
で

生
産
し
、
栽
培
漁
業
推
進
事
業
の
一

環
で
、
平
成
八
年
か
ら
日
本
海
、
津

軽
海
峡
沿
岸
の
五
十
ヶ
所
で
行
わ
れ

て
お
り
、
羽
幌
セ
ン
タ
ー
と
瀬
棚
セ

ン
タ
ー
で
合
わ
せ
て
二
百
十
万
尾
の

ヒ
ラ
メ
種
苗
を
日
本
海
沿
岸
に
放
流

す
る
。

苫
前
町
で
は
、
七
十
二
㎜
か
ら
百

㎜
ま
で
中
間
育
成
さ
れ
た
四
万
八
千

尾
が
放
流
さ
れ
た
。
当
日
は
、
地
元

の
漁
業
関
係
者
約
二
十
名
が
出
動
し
、

放
流
作
業
を
行
っ
た
。

今
年
で
五
回
目
に
な
る
「
オ
ロ
ロ

ン
ふ
る
さ
と
塾
自
転
車
ツ
ー
リ
ン
グ
」

七
泊
八
日
が
無
事
終
了
し
た
（
早
川

日
出
利
実
行
委
員
長
）
苫
前
町
、
羽

幌
町
の
ほ
か
、
岩
見
沢
市
や
増
毛
町
、

中
頓
別
町
な
ど
小
学
五
年
生
か
ら
中

学
三
年
生
ま
で
二
十
五
人
が
、
函
館

市
か
ら
羽
幌
町
ま
で
約
五
百
六
十
キ

ロ
を
完
走
し
た
。
行
き
は
、
函
館
ま

で
貸
し
切
り
バ
ス
を
利
用
し
、
帰
り

は
函
館
を
出
発
し
、
森
町
、
長
万
部

町
、
伊
達
市
、
苫
小
牧
市
、
岩
見
沢

市
、
深
川
市
と
走
り
、
八
月
三
日
に
、

ゴ
ー
ル
の
羽
幌
町
公
民
館
に
到
着
し

た
。
一
日
平
均
約
七
十
キ
ロ
を
走
破

し
た
。

ツ
ー
リ
ン
グ
間
の
宿
泊
は
、
バ
ン

ガ
ロ
ー
や
少
年
自
然
の
家
な
ど
を
利

用
し
、
食
事
は
、
全
員
で
役
割
分
担

を
決
め
て
自
炊
生
活
を
送
っ
た
。
函

館
や
苫
小
牧
で
は
、
差
し
入
れ
な
ど

も
い
た
だ
い
た
。

道の駅「風ｗとままえ」に登録された
とままえ温泉ふわっと

登録証が森町長へ手渡された

「やったー」達成感のＶサイン

ゴール後に全員で記念写真

大切に手渡しで放流作業を行う関係者

最終的に腰の深さの
ところで放流された
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ラムネ早飲み競争（力昼）

完成版を手に喜ぶ皆さん
左から王（ワン）さん、孟（モン）さん、李（リ）さんと青木さん

取材を受ける青木さんと研修生の皆さん

青
木
和
雄
（
印
刷
の
サ
ン
エ
ス
社

長
　
字
古
丹
別
）
さ
ん
が
、
ロ
シ
ア

語
の
会
話
集
に
続
く
「
中
国
語
会
話

集
」
を
完
成
さ
せ
発
行
し
た
。

青
木
さ
ん
は
、
十
八
か
ら
十
九
歳

ま
で
の
二
年
間
、
所
持
金
十
万
円
で

東
南
ア
ジ
ア
、
中
近
東
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
を
旅
行
、
働
き
な
が
ら
旅
を
重
ね
、

ア
ジ
ア
を
経
て
帰
国
し
た
経
験
を
持

ち
、
こ
れ
ま
で
約
四
十
五
ヶ
国
を
訪

問
し
て
い
る
。
ま
た
、
町
国
際
交
流

グ
ル
ー
プ
「
ハ
ー
ト
　
ト
ゥ
　
ハ
ー

ト
」
の
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
り
、
海
外

か
ら
の
留
学
生
を
ホ
ス
ト
と
し
て
迎

え
入
れ
て
い
る
中
心
的
な
存
在
。
自

宅
で
は
、
英
会
話
教
室
も
実
施
し
て

い
る
海
外
通
で
あ
る
。

こ
の
ほ
ど
、
す
ぐ
に
使
え
る
中
国

人
に
聞
き
取
り
や
す
い
、
中
国
語
会

話
集
を
発
行
し
た
。
完
成
に
至
る
ま

で
は
、
岡
田
水
産
で
働
く
、
王
（
ワ

ン
）
さ
ん
、
孟
（
モ
ン
）
さ
ん
、
李

（
リ
）
さ
ん
の
中
国
人
研
修
生
の
協
力

が
大
き
か
っ
た
と
感
謝
し
て
い
た
。

三
名
は
、「
自
分
た
ち
が
協
力
し
た

こ
と
が
役
に
立
っ
て
う
れ
し
い
、
ス

テ
キ
な
本
が
完
成
し
、
ビ
ッ
ク
リ
し

た
」
と
感
想
を
述
べ
た
。
す
ぐ
に
通

じ
る
実
用
日
中
会
話
集
に
す
る
た
め
、

特
に
発
音
（
ピ
ン
イ
ン
・
中
国
版
ロ

ー
マ
字
読
み
）
部
分
が
苦
労
し
た
と

の
こ
と
。

会
話
集
作
成
の
き
っ
か
け
は
、
中

国
語
の
短
期
レ
ッ
ス
ン
に
中
国
へ
行

っ
た
と
き
、
飛
行
機
の
中
で
一
人
の

中
国
青
年
、
苑
了
（
エ
ン
リ
ョ
ウ
）

さ
ん
に
出
会
い
意
気
投
合
し
、
日
本

人
と
中
国
人
が
使
え
る
会
話
集
を
作

成
し
よ
う
と
話
が
進
ん
だ
。
苑
さ
ん

の
父
親
が
山
東
大
学
の
教
授
で
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
編
集
に
あ
た
っ
て
の

発
音
な
ど
の
協
力
も
受
け
る
こ
と
が

で
き
た
が
、
完
成
ま
で
に
約
九
ヶ
月

を
費
や
し
た
。

青
木
さ
ん
は
、
開
業
以
来
、
町
内

か
ら
採
用
し
た
社
員
三
名
と
二
十
七

年
間
、
今
も
変
わ
ら
ず
日
々
業
務
を

推
進
し
て
お
り
、
社
員
か
ら
の
人
望

は
絶
大
で
あ
る
。

希
望
者
に
は
、
一
冊
千
五
百
円
で

販
売
す
る
。
ま
た
冊
数
に
よ
り
値
引

き
相
談
も
で
き
る
と
の
こ
と
。

電
話
　
六
五
―
三
八
一
八

発
音
重
視

日
中
会
話
集
が
完
成

八
月
十
五
日
、
苫
前
・
古
丹
別
・
力
昼
で
「
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
」
が
開
催

さ
れ
た
。
当
日
は
、
若
干
の
雨
が
ち
ら
つ
い
た
が
、
暑
さ
を
和
ら
げ
る
程
度

の
降
り
で
終
わ
り
、
帰
省
客
ら
は
い
つ
も
の
故
郷
の
ま
つ
り
を
楽
し
ん
で
い

た
。古

丹
別
地
区
は
、
旧
児
童
会
館
横
町
民
広
場
で
、
午
後
三
時
の
打
上
花
火

の
合
図
に
よ
り
、
当
た
り
券
付
き
子
ど
も
紅
白
も
ち
ま
き
、
ジ
ャ
ン
ケ
ン
大

会
、
火
の
用
心
キ
ッ
ク
フ
ァ
イ
ヤ
ー
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。
苫
前
地
区
は
、
午

後
六
時
か
ら
子
ど
も
盆
踊
り
、
ジ
ャ
ン
ケ
ン
大
会
で
始
ま
り
、
よ
さ
こ
い
ソ

ー
ラ
ン
で
会
場
を
盛
り
上
げ
た
。
力
昼
地
区
は
、
午
後
六
時
か
ら
の
子
ど
も

盆
踊
り
、
ラ
ム
ネ
早
飲
み
や
ビ
ー
ル
早
飲
み
で
盛
り
上
が
っ
た
。
各
地
区
で

は
ビ
ー
ル
、
イ
カ
焼
き
、
焼
き
鳥
、
ホ
タ
テ
焼
き
、
み
そ
お
で
ん
、
そ
ば
、

ラ
ー
メ
ン
な
ど
が
格
安
で
販
売
さ
れ
来
場
者
は
、
帰
省
客
と
と
も
に
ほ
ろ
酔

い
気
分
で
近
況
報
告
な
ど
の
話
し
に
花
が
咲
い
て
い
た
。

ま
た
、
苫
前
、
古
丹
別
で
は
、
高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
七
名
が
会
場
準
備

や
駄
菓
子
屋
な
ど
の
運
営
、
後
始
末
に
汗
を
流
し
た
。
今
後
は
、
地
域
福
祉

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
子
育
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
図
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
を
募

り
、
そ
の
名
も
「
ま
か
せ
な
隊
」
と
し
て
、
ふ
る
さ
と
で
役
立
つ
活
動
を
続

け
る
。
詳
細
は
町
社
会
教
育
課
で
ん
わ
六
五-

四
〇
七
六
ま
で

ふ
る
さ
と
ま
つ
り
で

故
郷
思
う高校生ボランティアの駄菓子屋運営の様子

子どももちまき（古丹別） 盆踊り（苫前）
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八
月
十
九
、
二
十
日
の
両
日
、
豊
富
町
役
場
裏
特
設
ス
テ
ー
ジ
に
、

札
幌
、
函
館
な
ど
道
内
各
地
か
ら
集
ま
っ
た
二
十
四
チ
ー
ム
約
八
百
人

が
熱
気
あ
ふ
れ
る
踊
り
を
披
露
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
北
・
北
海
道
支
部
が
、
踊
り
を
通
じ
て
交
流
を
深
め

よ
う
と
、
道
北
の
各
市
町
村
が
持
ち
回
り
で
開
催
し
て
い
る
。

十
九
日
は
、
前
夜
祭
が
行
わ
れ
、
二
十
日
は
北
・
北
海
道
支
部
で
参

加
し
た
七
チ
ー
ム
（
豊
富
、
稚
内
、
枝
幸
、
名
寄
、
和
寒
、
遠
別
、
苫

前
）
の
審
査
が
行
わ
れ
て
、
苫
前
鱗
萃
会
が
発
足
十
一
年
目
に
し
て
初

め
て
、
最
優
秀
賞
の
座
に
つ
い
た
。

鱗
萃
会
は
、
平
成
七
年
八
月
に
発
足
し
、
平
成
八
年
に
は
、
留
萌
管

内
で
初
の
よ
さ
こ
い
チ
ー
ム
と
し
て
札
幌
大
会
に
出
場
し
た
。
メ
ン
バ

ー
は
約
三
十
名
平
気
年
齢
二
十
四
歳
、
男
性
十
名
、
女
性
二
十
名
。

栗
林
優
樹
リ
ー
ダ
ー
に
最
優
秀
賞

受
賞
の
心
境
を
聞
い
た
。

「
最
優
秀
受
賞
は
チ
ー
ム
の
悲
願

で
し
た
の
で
、
と
っ
て
も
う
れ
し
い

で
す
。
発
表
方
法
が
受
賞
チ
ー
ム
の

曲
を
流
す
ス
タ
イ
ル
だ
っ
た
の
で
、

自
チ
ー
ム
の
曲
が
か
か
っ
た
瞬
間
に

み
ん
な
で
抱
き
合
っ
て
喜
び
ま
し
た
」

と
、
今
で
も
そ
の
と
き
の
興
奮
を
忘

れ
な
い
と
言
う
。

大
坂
か
す
み
会
長
に
今
後
の
抱
負

を
聞
い
た
。「
期
待
さ
れ
な
が
ら
も
、

な
か
な
か
結
果
が
と
も
な
わ
な
か
っ

た
ん
で
す
が
、
よ
う
や
く
こ
の
支
部

大
会
で
最
優
秀
賞
が
と
れ
た
こ
と
で
、

道
北
の
チ
ー
ム
や
支
部
大
会
参
加
の

招
待
チ
ー
ム
に
鱗
萃
会
を
大
き
く
ア

ピ
ー
ル
で
き
ま
し
た
。
こ
の
大
会
を

ス
テ
ッ
プ
に
さ
ら
に
踊
り
に
磨
き
を

か
け
、
来
年
は
札
幌
本
祭
で
フ
ァ
イ

ナ
ル
ス
テ
ー
ジ
に
上
る
こ
と
が
夢
」

と
話
し
、「
一
緒
に
夢
を
追
い
続
け
た

い
方
は
入
会
し
て
下
さ
い
」
と
メ
ン

バ
ー
を
募
っ
て
い
た
。

入
会
希
望
者
は
、
苫
前
町
公
民
館

内
（
電
話
六
五
〜
四
〇
七
六
　
今
野

ま
で
）

現
役
戦
隊
ヤ
ル
ン
ジ
ャ
ー
登
場

ラ
イ
ダ
ー
に
お
も
て
な
し

シ
ル
バ
ー
喫
茶
開
店

第
七
回
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
祭
り

北
・
北
海
道
支
部
大
会
Ｉ
Ｎ
と
よ
と
み

最優秀賞を受賞し全員で喜びの記念写真（豊富町にて）

八
月
十
日
、
午
前
十
時
三
十
分
か

ら
十
二
時
ま
で
、
役
場
駐
車
場
内
に

一
日
限
定
の
特
設
シ
ル
バ
ー
喫
茶
を

オ
ー
プ
ン
し
た
。

こ
れ
は
、
八
月
十
九
日
の
「
バ
イ

ク
の
日
」
に
ち
な
ん
で
、
北
海
道
を

旅
す
る
ラ
イ
ダ
ー
な
ど
に
交
通
安
全

を
呼
び
か
け
る
街
頭
啓
発
運
動
を
兼

ね
て
行
わ
れ
た
。
シ
ル
バ
ー
喫
茶
に

立
ち
寄
る
ラ
イ
ダ
ー
に
、
町
特
産
品

の
メ
ロ
ン
や
ト
ウ
キ
ビ
、
ミ
ニ
ト
マ

ト
な
ど
で
も
て
な
し
、
ひ
と
と
き
の

休
息
を
楽
し
ん
で
も
ら
っ
た
。

接
客
を
し
た
の
は
、
現
役
戦
隊
ヤ

ル
ン
ジ
ャ
ー
五
名
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ポ
テ
ト
の
会
五
名
、
交
通
安
全
推
進

協
議
会
員
、
社
会
福
祉
協
議
会
員
、

役
場
担
当
職
員
な
ど
を
含
め
約
二
十

名
。本

州
か
ら
ツ
ー
リ
ン
グ
に
来
て
い

る
ラ
イ
ダ
ー
の
皆
さ
ん
は
、
お
年
寄

り
の
お
も
て
な
し
に「
旅
の
途
中
で
、

こ
ん
な
に
お
い
し
い
メ
ロ
ン
や
ト
ウ

キ
ビ
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
た
い
、

こ
れ
で
ま
た
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
走
れ

ま
す
」
と
お
礼
を
述
べ
て
い
た
。

ま
た
、
閉
店
間
近
に
は
、
自
転
車

で
新
婚
旅
行
を
し
て
い
る
と
い
う
鹿

児
島
か
ら
来
た
熱
々
の
新
婚
さ
ん
が

来
店
し
、
旅
の
思
い
出
や
苫
前
町
の

み
ど
こ
ろ
な
ど
に
つ
い
て
話
が
は
ず

ん
で
い
た
。

栗林リーダーは踊りなどの
開発も担当している。

苫前鱗萃会が最優秀賞に輝く



苫
前
町
乳
牛
共
進
会
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バス停の清掃

会場となった町福祉センター

森晃一町遺族会長森町長

自慢の乳牛が勢揃い

風車の下で審査が行われた

八
月
四
日
、
午
前
九
時
三
十
分
か

ら
、
上
平
共
同
利
用
模
範
牧
場
で
、

苫
前
町
、
町
農
業
協
同
組
合
、
町
酪

農
組
合
主
催
に
よ
り
「
第
五
十
四
回

苫
前
町
乳
牛
共
進
会
」
が
開
催
さ
れ

た
。目

的
は
、「
乳
牛
の
資
質
向
上
と

知
識
普
及
に
よ
り
、
酪
農
の
振
興
を

図
り
、
も
っ
て
農
業
経
営
の
安
定
に

資
す
る
こ
と
」

当
日
は
、
雨
模
様
と
な
っ
た
が
、

生
後
六
ヶ
月
以
上
か
ら
生
後
六
十
ヶ

月
以
上
の
経
産
牛
ま
で
、
三
十
四
頭

が
風
車
群
の
そ
び
え
る
緑
の
大
地
に

出
陣
し
、
体
型
や
色
つ
や
な
ど
の
プ

ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
を
競
っ
た
。

各
部
門
の
一
位
所
有
者
は
、
第
一

部
▽
生
後
六
ヶ
月
以
上
十
二
ヶ
月
未

満
未
経
産
牛
中
嶋
あ
ゆ
美
さ
ん
、
第

二
部
▽
生
後
十
二
ヶ
月
以
上
十
八
ヶ

月
未
満
経
産
牛
中
嶋
卓
広
さ
ん
、
第

三
部
▽
生
後
十
八
ヶ
月
以
上
二
十
三

ヶ
月
未
満
未
経
産
牛
伊
藤
雅
史
さ

ん
、
第
四
部
▽
生
後
三
十
六
ヶ
月
未

満
経
産
牛
丹
羽
秀
樹
さ
ん
、
第
五
部

▽
生
後
三
十
六
ヶ
月
以
上
六
十
ヶ
月

未
満
の
経
産
牛
丹
羽
秀
樹
さ
ん
、
第

六
部
▽
六
十
ヶ
月
以
上
の
経
産
牛
丹

羽
秀
樹
さ
ん
。
▽
ベ
ス
プ
ロ
賞
は
、

伊
藤
雅
史
さ
ん
の
パ
ブ
ス
ト
・
コ
ロ

ニ
ー
・
ト
ッ
プ
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と

中
嶋
卓
広
さ
ん
の
ク
レ
ス
タ
・
ミ
ッ

ド
ナ
イ
ト
・
ジ
ュ
ラ
ー
が
受
賞
。

ま
た
、
未
経
産
牛
最
高
位
は
、
中
嶋

卓
広
さ
ん
の
ク
レ
ス
タ
・
ジ
ョ
ハ

ナ
・
ノ
ミ
カ
ル
・
ヒ
ロ
イ
ン
、
経
産

牛
最
高
位
は
、
丹
羽
秀
樹
さ
ん
の
フ

ォ
ー
カ
ス
ト
・
ダ
ー
ハ
ム
・
チ
ャ
ー

マ
ー
に
輝
い
た
。

第54回

夏
休
み
を
終
え
て
、
苫
商
生
が
古

丹
別
町
内
の
公
民
館
や
バ
ス
停
の
窓

ふ
き
、
町
内
の
ポ
イ
捨
て
な
ど
の
ゴ

ミ
拾
い
、
独
居
高
齢
者
宅
な
ど
の
草

取
り
作
業
に
汗
を
流
し
た
。

こ
れ
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

通
じ
て
奉
仕
の
精
神
を
養
い
、
社
会

の
一
員
と
し
て
の
自
覚
と
自
発
的
な

奉
仕
活
動
の
涵
養
に
資
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
毎
年
こ
の
時
期
に
行

わ
れ
て
い
る
。

生
徒
た
ち
は
数
班
に
分
か
れ
て
、

町
内
一
円
を
清
掃
し
な
が
ら
、
自
身

の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
精

神
を
磨
い

て
い
た
。

八
月
十
八
日
、
町
戦
没
者
追
悼

式
が
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

遺
族
や
関
係
者
約
六
十
名
が
参
列

し
、
し
め
や
か
に
執
り
行
わ
れ
た
。

午
前
十
時
五
十
五
分
、
森
晃
一
苫

前
町
遺
族
会
長
よ
り
、
森
町
長

（
実
行
委
員
長
）
へ
戦
没
者
名
簿
を

手
渡
し
、
祭
壇
に
献
上
後
、
参
列

者
全
員
に
よ
り
「
君
が
代
」
を
斉

唱
し
、
サ
イ
レ
ン
と
と
も
に
戦
没

者
に
対
し
て
黙
祷
を
捧
げ
た
。

森
町
長
が
式
辞
を
述
べ
た
あ
と
、

追
悼
の
言
葉
を
星
野
町
議
会
議
長
、

北
海
道
知
事
（
村
本
真
人
留
萌
保

健
福
祉
事
務
所
保
健
福
祉
部
次
長
）

北
海
道
連
合
遺
族
会
長
（
留
萌
地

区
遺
族
会
長
畑
弘
親
）
森
晃
一
町

遺
族
会
長
か
ら
捧
げ
ら
れ
「
戦
争

は
あ
っ
て
は
な
ら
ず
、
起
こ
し
て

も
な
ら
ず
。
こ
の
こ
と
を
後
世
に

語
り
継
ぐ
こ
と
が
使
命
と
考
え
ま

す
」
と
人
命
の
尊
さ
を
偲
ん
だ
。

そ
の
後
、
百
二
十
二
柱
の
御
霊

に
、
参
列
者
ら
が
白
菊
の
献
花
を

行
い
、
と
こ
し
え
に
安
ら
か
ら
ん

こ
と
を
願
っ
た
。

苫
前
町
戦
没
者
追
悼
式

苫
商
高
全
校
夏
季

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

公民館の窓ガラス清掃
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この番付は 
平成18年8月31日 
現在にて定める。 

９月18日は「敬老の日」です。 
お年寄りは今日の苫前町を築いた人です。 
親身になってお世話してあげてください。 
いたわりが何よりも嬉しいものです。 
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～あなたの学びたいを応援します～ でんわ ６５－４０７６
e-mail syakaikyoiku@town.tomamae.lg.jp苫前町公民館ご相談・お問い合わせは

社会教育からのお知らせ社会教育からのお知らせ

室内ミニサッカー大会

子育てメルマガ配信開始

昔の衣装を提供して下さい
日　時：10月29日（日）9:00～
場　所：苫前町スポーツセンター
対　象：小学生の部（３年生以下）

（４年生以上）
中学生の部
高校・一般の部
１チーム（５人以上）

参加料：１人１００円
その他：運動靴・汗拭き用タオルを持参願います。

※　詳細につきましてはチラシでお知らせいたします。

子育てに関する情報が満載の携帯専用メールマガジンの配信を９月から開始しました。９月～１２月の期間限
定となりますが、週１回のメール配信のほか、専用携帯サイトの開設やメールによる子育て相談も受け付けてお
ります。
モニター参加を希望される方は、下記のアドレスへ件名を「モニター希望」としてメールを送信してください

（苫前町のホームページ上からも申し込みができます）。toma-angel@dioib.com
※ みなさまのメールアドレスは個人情報保護法に従い、適正に管理されるとともに、この事業以外での目的に
使用されることはありません。

体育の日記念事業「スポーツの“でみせ”!」
町民体力テスト会のお知らせ

○体力テスト会
自分の体力を知り、みんなで健康づくりを！

日　時：１０月９日（月）10：00～15：00
（12：00～13：00 休憩）

場　所: 苫前町スポーツセンター
対　象：全町民
区　分：①小中学生　②一般６４歳以下

③一般６５歳以上

○「スポーツの“でみせ”！」
ニュースポーツの体験コーナーを設置します。
どなたでも参加できますので興味のある方はどうぞ！

日　時：１０月９日（月）10：00～15：00
（12：00～13：00 休憩）

場　所：苫前町スポーツセンター及び周辺社会体育施設
対　象：全町民

町無形文化財伝承のため「くま獅子少年
団」が活動しています。
「わっぱり」や

「もんぺ」などの衣
装が不足している
ため、町民皆様か
らの提供をお願い
します。

連絡先　公民館　６５－４０７６
町無形文化財苫前町くま獅子保存会

主催　苫前町スポーツセンター
※　詳しくは新聞折り込みでお知らせします。

体育の日記念事業「スポーツの“でみせ”!」
町民体力テスト会のお知らせ

子育てメルマガ配信開始

室内ミニサッカー大会 昔の衣装を提供して下さい



Dr.小野の処方せん 
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今
月
の
担
当
は
鍵
山
栄
養
士
で
す
。 
『
苫
前
町
食
生
活
改
善
協
議
会
の
活
動
』 

健　　康 
ばんざい 

◇
歴
史
あ
る
会

同
協
議
会
は
昭
和
六
十
三
年
に
設
立
し

今
年
で
十
八
年
目
を
迎
え
ま
す
。
現
在
会

員
数
三
十
四
名
で
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◇
主
な
活
動
内
容

子
ど
も
か
ら
大
人
を
対
象
と
し
た
料
理

教
室
や
、
男
性
の
み
を
対
象
と
し
た
料
理

教
室
の
開
催
。
管
内
に
あ
る
協
議
会
（
留

萌
市
・
羽
幌
町
・
遠
別
町
）
と
の
交
流
会
、

全
道
食
改
の
会

議
・
研
修
会
の

参
加
、
町
事
業

（
妊
産
婦
・
乳
幼

児
教
室
・
高
齢

者
事
業
）
の
協

力
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。

◇
今
年
度
事
業
お
誘
い

・
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
養
成
講
座

美
味
し
く
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事

は
健
康
の
基
本
で
す
。
し
か
し
自
分
で
食

生
活
を
改
善
し
よ
う
と
し
て
も
な
か
な
か

上
手
く
い
か
ず
い
ろ
い
ろ
な
問
題
に
ぶ
つ

か
っ
て
し
ま
う
こ
と
あ
り
ま
せ
ん
か
？
そ

ん
な
時
、
食
生
活
に
関
し
て
共
に
勉
強
し

た
仲
間
を
も
っ
て
い
る
人
が
い
る
と
心
強

い
と
思
い
ま
せ
ん
か
？
食
生
活
改
善
推
進

員
（
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
）
は
そ
ん
な
方
々
の

お
世
話
役
、
案
内
役
と
し
て
存
在
し
ま
す
。

そ
し
て
こ
の
講
座
を
受
講
し
「
食
生
活
改

善
協
議
会
」
へ
入
会
す
る
こ
と
で
仲
間
も

増
え
、
共
に
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
食
生

活
を
通
し
た
活
動
を
一
緒
に
行
っ
て
い
き

ま
す
。
ま
た
食
生
活
改
善
推
進
員
は
全

道
・
全
国
規
模
で
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

講
座
内
容
は
全
四
十
時
間
の
日
程
で
行

い
生
活
習
慣
や
食
生
活
に
関
し
て
の
基
礎

知
識
を
含
め
調
理
実
習
や
運
動
な
ど
の
実

技
を
通
し
て
健
康
に
生
活
を
送
る
た
め
の

知
識
を
身
に
つ
け
ま
す
。
ま
た
、
参
加
者

か
ら
自
慢
料
理
の
紹
介
を
し
て
も
ら
っ
た

り
と
新
し
い
料
理
レ
シ
ピ
を
学
ぶ
こ
と
も

で
き
ま
す
。
講
習
は
週
１
回
を
目
途
に
行

い
ま
す
。
全
日
程
に
参
加
出
来
な
か
っ
た

方
に
は
補
習
日
も
設
け
て
い
ま
す
。

“
食
べ
る
こ
と
”
は
一
生
の
つ
き
も
の

で
す
。
そ
れ
に
つ
い
て
知
識
を
得
る
こ
と

は
今
後
の
生
活
、
人
生
に
決
し
て
無
駄
に

は
な
ら
な
い
こ
と
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
健

康
づ
く
り
の
た
め
、
子
ど
も
や
孫
の
食
生

活
の
見
直
し
の
機
会
と
し
て
ぜ
ひ
参
加
し

て
み
ま
せ
ん
か
？

※
詳
細
・
申
し
込
み
に
つ
き
ま
し
て
は
役

場
町
民
課
け
ん
こ
う
係
栄
養
士
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　
電
話
六
四
―
二
二
一
五
（
二
二
七
）

　
そ
の
他
に
も
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
「
ヘ

ル
シ
ー
料
理
教
室
」
や
「
親
子
料
理
教
室
」

の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご

参
加
下
さ
い
。
日
程

に
つ
き
ま
し
て
は
後

日
回
覧
に
て
お
知
ら

せ
致
し
ま
す
。

社会不安障害とは
あらゆる社交的場面や「人前で話す」「電話
に出る」「注目を浴びる」などの状況で不安に
より、強い苦痛を感じたり、身体症状が現れ、
次第にそうした場面を避けるようになり、日
常生活に支障を来たす事を社会不安障害（Ｓ
ＡＤ）といいます。これは性格の問題ではな
く精神療法や薬物療法によって症状が改善す
る事がある心の病です。ちょっと恥ずかしい
と思う場合でも、多くの人は徐々に慣れて来
て、平常心で振る舞えるようになりますが、
社会不安障害の人は、恥ずかしいと感じる場
面では常に羞恥心や笑い者にされるのではと
いう不安感を覚えそうした場面に遭遇する事
への恐怖心を抱えています。思春期前から成
人早期にかけて発症することが多いこの病気
は慢性化してくると「うつ病」や「パニック
障害」等の精神疾患の引き金となる事もあり
ます。脳の神経細胞は神経伝達物質の制御を
受け、その機能を調節していますが、その１
つであるセロトニンやドーパミンのバランス
が崩れて発症すると考えられています。

苫前クリニック院長　小野　哲郎

日
　
程
　
平
成
十
八
年
十
月
二
五
日
〜
平
成
十
九

年
一
月
二
四
日
ま
で
の
十
日
間
（
平
成

十
八
年
十
二
月
二
十
二
〜
平
成
十
九
年

一
月
十
日
ま
で
は
行
い
ま
せ
ん
）

場
　
所
　
公
民
館
・
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
内
容
に
よ
っ
て
場
所
が
異
な
り
ま
す
）

時
　
間
　
午
前
一
〇
時
〜
午
後
三
時
頃

参
加
費
　
調
理
実
習
材
料
費
　
　
　

テ
キ
ス
ト
代
一
、
五
四
三
円

人
　
数
　
先
着
二
十
名

締
　
切
　
十
月
十
三
日
（
金
）

北留萌消防組合消防署苫 前 支 署� 64-2321
〃　　　　古丹別支署� 65-4119

救助のためにできることがあります救助のためにできることがあります

AEDとは、自動対外式除細動器といっ
て、心肺停止状態に陥った際、適切な電
気ショック（除細動）を与える救急装置
で、速く行うほど救命効果があることか
ら、一般市民が救急隊到着前に行うこと
ができるようになりました。
今後、多くの方がＡＥＤをはじめ心肺
マッサージや人工呼吸などの救命手当を
理解し、より多くの命が救われることが
望まれます。

平成18年度出動件数、
71件（対前年比2件減）
搬送人員73人（対前年
比1人増）です。
救急事故種別出動件

数の内訳は右記のとお
りです。

AEDを知ってますか？ 出動件数内訳 （7月31日現在）

※消防署ではAED講習会、心肺蘇生法講習会を
随時受け付けております。ご希望の方は古丹
別支署又は苫前支所までご連絡ください。

苫 前 支 署 � 64-2321
古丹別支署 � 65-4119

その他(労災・運動) 
3%  2件 

交通 6% 
4件 

一般負傷 
15% 
11件 

急 病 
45% 
32件 

転院搬送 
31% 
22件 
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つくろう健康　幸せの未来づくり

国民健康保険・老人保健ガイド

す
こ
や
か
ラ
イ
フ 

苫前町役場町民課しあわせ係　TEL 0164-64-2215（内線273）または
苫前町在宅介護支援センター　TEL 0164-64-2215）まで

不明な点など
ございましたら

苫前町生きがい対策支援事業 ～介護認定審査で自立と判定された方へのサービス～苫前町生きがい対策支援事業 ～介護認定審査で自立と判定された方へのサービス～

苫前町では、介護認定審査での要介護認定で「自立（非該当）」と判定された高齢者の方に、自立した生活と心
身機能の維持向上等などを目的に、生きがい対策支援事業を実施しております。

（１）生きがいデイサービス事業（利用申込　苫前町生きがいデイサービスセンター）
・業務内容　生活指導、日常動作訓練、養護、健康チェック及び送迎、給食、入浴サービス
・利用内容　週1回、6時間を標準とし、利用定員は概ね15人です。
・サービス提供　苫前町生きがいデイサービスセンター

（２）介護予防・生活支援事業（利用申込　苫前町在宅介護支援センター）
下記の業務について週1回、１時間30分を標準とし、社会福祉法人苫前町社会福祉協議会が実施しております。
ア　軽度生活援助業務
・業務内容　高齢者の自立した生活の継続と要介護状態への進行防止を目的に、軽易な日常生活上の援助を

行う業務
・対象者　在宅の一人暮らしの高齢者等
イ　生活管理指導員派遣業務
・業務内容　要介護状態への進行防止を目的に、居宅に生活管理指導員を派遣し、基本的な生活習慣の習
得・対人関係の構築するための支援・指導等を行う業務
・対象者　基本的な生活習慣を行うことが困難な高齢者

国
保
・
老
健
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ
　
平
成
一
八
年
十
月
か
ら
国
民
健

康
保
険
と
老
人
保
健
の
一
部
が
変

わ
る
と
聞
き
ま
し
た
が
ど
の
よ
う

に
変
わ
る
の
で
す
か
。

Ａ
　
①
七
十
歳
以
上
の
高
齢
者
（
老

人
保
健
対
象
者
含
む
現
役
並
所
得

者
）
の
自
己
負
担
割
合
が
二
割
か

ら
現
役
世
代
と
同
様
の
三
割
負
担

と
な
り
ま
す
。
※
現
役
並
み
所
得

者
…
課
税
所
得
百
四
十
五
万
円
以

上
の
高
齢
者
。

②
医
療
機
関
に
支
払
う
自
己
負

担
の
一
ヶ
月
の
限
度
額
が
左
表
の

と
お
り
に
な
り
ま
す
。

③
食
費
・
居
住
費
の
負
担
が
見

直
し
さ
れ
ま
す
。
療
養
病
床
に
入

院
す
る
高
齢
者
（
長
期
入
院
患
者
）

に
つ
い
て
、
低
所
得
者
に
配
慮
し

つ
つ
、
食
費
（
食
材
料
費
・
調
理

コ
ス
ト
相
当
分
）
・
居
住
費
（
光

熱
費
相
当
分
）
の
一
部
を
自
己
負

担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

不
明
な
点
や
詳
細
に
つ
い
て
は
、
町

民
課
し
あ
わ
せ
係
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

（
電
話
　
六
四
―
二
二
一
五
）

上位所得者
（基礎控除後の所得
600万円以上）

★70歳未満の方の自己負担限度額

★70歳以上の方（老人保健対象者含む）

150,000円＋〈医療費-500,000円〉×1％
（83,400円）

一　　　般
80,100円＋〈医療費-267,000円〉×1％

（44,400円）

低所得者
（住民税非課税者）

35,400円
（24,600円）

44,400円
80,100円＋〈医療費－267,000円〉

×1％（44,400円）

12,000円 44,400円

8,000円
24,600円

15,000円

現役並所得者
（課税所得145万円以上）

一　　　　般

Ⅱ
低所得者
住民税非課税

Ⅰ

外来（個人ごと） 自己負担限度額

※（）の金額は多数該当（過去12ヶ月に3回以上

高額療養・医療費を受け4回目以降の場合）
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第
一
号
被
保
険
者
（
農
業
や
自
営

業
の
人
な
ど
）
に
は
、
次
の
独
自
給

付
が
あ
り
ま
す
。

一
　
付
加
年
金
（
詳
し
く
は
広
報
八

月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

付
加
年
金
は
、
付
加
保
険
料
（
月

額
四
〇
〇
円
）
を
納
め
た
こ
と
の
あ

る
人
が
、
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
権

を
得
た
と
き
に
、
二
〇
〇
円
×
付
加

保
険
料
を
納
付
し
た
月
数
分
が
老
齢

基
礎
年
金
に
加
算
さ
れ
て
支
給
さ
れ

ま
す
。

二
　
寡
婦
年
金

寡
婦
年
金
は
、
第
一
号
被
保
険
者

と
し
て
の
保
険
料
を
納
付
し
た
期
間

に
つ
い
て
、
老
齢
基
礎
年
金
の
計
算

方
法
に
よ
り
計
算
し
た
額
の
四
分
の

三
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

三
　
死
亡
一
時
金

死
亡
一
時
金
は
、
第
一
号
被
保
険

者
と
し
て
の
保
険
料
を
納
付
し
た
期

間
と
保
険
料
の
半
額
免
除
を
受
け
た

期
間
の
二
分
の
一
を
合
わ
せ
て
三
年

以
上
あ
る
人
が
死
亡
し
た
場
合
で
、

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
と
き

に
、
そ
の
遺
族
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

(

一)

死
亡
し
た
人
が
、
老
齢
基
礎

年
金
又
は
障
害
基
礎
年
金
の
い
ず
れ

か
の
支
給
を
受
け
て
い
た
と
き
。

(

二)

そ
の
人
の
死
亡
に
よ
り
遺
族

が
遺
族
基
礎
年
金
の
支
給
を
受
け
ら

れ
る
と
き
。

な
お
、
死
亡
一
時
金
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
遺
族
の
範
囲
は
、
死
亡

し
た
人
の
配
偶
者
、
子
、
父
母
、
孫
、

祖
父
母
、
兄
弟
姉
妹
で
あ
っ
て
、
死

亡
し
た
と
き
に
生
計
を
同
一
に
し
て

い
た
人
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
死
亡
月
の
前
日
ま
で
の
付
加

保
険
料
納
付
済
期
間
が
三
六
月
以
上

あ
る
場
合
に
は
、
さ
ら
に
八，

五
〇

〇
円
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
に
つ
い
て
は
、
留

萌
社
会
保
険
事
務
所
（
〇
一
六
四
―

四
三
―
七
二
一
一
）
又
は
町
民
課

住
民
係
ま
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【第2ステージ：士別市～深川市】
士別市（市役所前）：９：００スタート
＊国道２３９号霧立峠通過します。
苫前町：１０：４５～１１：２０頃
【霧立峠→東川→岩見→古丹別→上平→力昼】
＊上平地区から国道232号を通過し、小平町へ→
達布峠→深川市総合運動公園フィニッシュ。
１．競技時間中は、混雑が予想されますので、車
両の通行はできるだけご遠慮下さい。

２．交通規制の行われている道路の部分では、競
技と同一方向への車両は通行できません。

３．対面車両が通行できる場合であっても、競技
自転車が接近しているときは、右折、横断、
転回はできません。また、場合により一時停
止（停止時間は最小３分から最大30分程度）
をお願いすることがあります。

４．都合により規制時間を変更することがありま
すので、現場の係員の指示に従ってください。

５．競技自転車とすれ違うときは、減速するなど
競技の安全にご協力下さい。

（財）ツール・ド・北海道協会
電話：011－222－5922

と
保
険
料
の
免
除
期
間
を
合
わ
せ
て

二
十
五
年
以
上
あ
る
夫
が
死
亡
し
た

場
合
に
、
夫
の
死
亡
当
時
に
、
夫
に

よ
っ
て
生
計
が
維
持
さ
れ
、
か
つ
、

夫
と
の
婚
姻
関
係
が
十
年
以
上
継
続

し
て
い
る
妻
（
内
縁
を
含
む
）
に
、

六
十
歳
か
ら
六
十
五
歳
ま
で
の
間
支

給
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
夫
が
障
害
基
礎
年
金
の

受
給
権
者
で
あ
っ
た
り
、
老
齢
基
礎

年
金
の
支
給
を
受
け
て
い
た
と
き
、

ま
た
、
妻
が
繰
上
げ
支
給
の
老
齢
基

礎
年
金
を
受
け
て
い
る
と
き
は
、
寡

婦
年
金
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

支
給
さ
れ
る
年
金
額
は
、
夫
が
死

亡
し
た
日
の
属
す
る
月
の
前
月
ま
で

の
第
一
号
被
保
険
者
と
し
て
の
期
間

住まいる
ス マ イ ル

情報
I n f o r m a t i o n
住まいる
ス マ イ ル

情報

2006年ツールド北海道国際大会
交通規制のお知らせ

男の料理教室
テーマ：秋の味覚祭

メニュー：豚丼、三平汁、海鮮サラダ
日　　時：10月3日（火）

午後6時30分～午後9時
場　　所：羽幌町公民館
会　　費：500円　定　員：20名
当日、エプロンを持参してください
定員になり次第、締め切らせて頂きます
申込締切：9月22日（金）
申 込 み：苫前役場町民課けんこう係

鍵山栄養士
電話 64－2215 内線227

マ
イ
プ
ラ
ン
を
し
っ
か
り
と

国

民

年

金

国
民
年
金
の
独
自
給
付
に
つ
い
て

支給される金額は次のとおりです

学生募集「一般入学選考」北海道立旭川高等技術専門学院

保険料納付済期間と半額免除期
間の二分の一とを合わせた期間

36月以上180月未満　

180月以上240月未満

240月以上300月未満

300月以上360月未満

360月以上420月未満

420月以上

金額（円）

120,000

145,000

170,000

220,000

270,000

320,000

平成18年度
事務所･企業統計調査
全国すべての事業所や企業が調査の対象です。
調査員が調査票を持って皆様の事業所をお訪
ねいたします。
どうぞご協力ください。

9月下旬から調査員がお伺いします。
調査員は「調査員証」を必ず携行しています。

※（ ）は推薦入学の定員で内数
※問い合せ先：北海道立旭川高等技術専門学院TEL 0166-65-6667最寄の公共職業安定所（ハローワーク）

科　　　目

電 子 工 学 科

自動車整備科

印刷デザイン科

色彩デザイン科

建 築 技 術 科

造形デザイン科

定　員

20（6）

20（6）

20（6）

20（6）

20（6）

20（6）

平成18年

11月 1日
〜

11月20日

学校教育法に
よる高等学校
を卒業した方。
（平成19年3月
卒業見込みの
方を含む）若
しくはこれと
同等以上の学
力を有すると
認められるも
の。

平成18年

12月4日（月）

・学力試験
（国語･数学）
・面接

検定料
2,200円

入学料
5,650円

授業料（年額）
115,200円

実費経費（1年次）
（教科書･私物工具
作業服･研修費等）
100,000円～
186,000円

期間

２
　
　
　
年
　
　
　
間

応募受付期間 応募資格 選考日及び選考科目 必要経費

総務省統計局・苫前町



戸
籍
の
小
箱

慎
ん
で
お
悔
み

申
し
上
げ
ま
す

佐
々
木
ウ
メ
（
84
歳
）
７
月
18
日

古
丹
別

加
藤
　
富
雄
（
78
歳
）
８
月
５
日

古
丹
別

佐
藤
千
代
子
（
74
歳
）
８
月
13
日

苫
　
前

星
野
　
ミ
ヨ
（
88
歳
）
８
月
15
日

苫
　
前

氏
名

年
齢

住
所

死
亡
日

佐
藤
　
百
香

も
も
か

広
勝
・
憲
子

７
月
29
日

旭

長女

氏
　
名

父
・
母

出
生
日

ご
成
長
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す住

所

交
通
事
故
、
詐
欺
、
お
ど
し
な
ど

の
犯
罪
の
被
害
に
あ
っ
た
が
、
検
察

官
が
そ
の
事
件
を
起
訴
し
て
く
れ
な

い
。そ

の
よ
う
な
不
満
を
お
持
ち
の
方
の

た
め
に
検
察
審
査
会
が
あ
り
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。
費
用
は

無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
、
留
萌
検
察

審
査
会
事
務
局
（
留
萌
市
沖
見
町
二

丁
目
旭
川
地
方
裁
判
所
留
萌
支
部

内
・
電
話
（
〇
一
六
四
―
四
二
―
〇

四
六
五
）

労
働
保
険
は
、
労
働
者
の
生
活
の

安
定
、
福
祉
の
増
進
等
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
政
府
が
直
接
管
理
運
営
し

て
い
る
強
制
的
な
保
険
で
す
。

労
働
保
険
は
、
農
林
水
産
業
の
一

部
を
除
き
、
労
働
者
を
一
人
で
も
雇

用
す
る
事
業
に
つ
い
て
加
入
が
義
務

づ
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、
小
規
模

零
細
事
業
を
中
心
に
、
な
お
相
当
数

の
未
手
続
事
業
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
未
手
続
事
業
の
解
消
は
、

労
働
保
険
制
度
の
健
全
な
運
営
、
費

用
の
公
平
負
担
、
労
働
者
の
福
祉
の

向
上
等
の
観
点
か
ら
極
め
て
重
要
で

あ
り
、
こ
れ
ま
で
も
重
点
施
策
の
一

つ
と
し
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、

よ
り
一
層
の
取
組
が
必
要
と
さ
れ
る

状
況
に
あ
り
ま
す
。

労
働
者
が
安
心
し
て
働
け
る
職
場

と
な
る
よ
う
、
ま
だ
労
働
保
険
に
加

入
し
て
い
な
い
事
業
主
の
方
は
、
速

や
か
に
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署

ま
た
は
公
共
職
業
安
定
所
で
加
入
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
れ
か
ら
秋
に
向
い
、
夏
の
高
気

圧
が
南
へ
後
退
し
、
代
わ
っ
て
北
の

高
気
圧
が
次
第
に
勢
力
を
広
げ
て
行

き
ま
す
。
こ
の
境
目
が
秋
雨
前
線
で
、

主
に
本
州
方
面
に
現
れ
前
線
付
近
で

は
ぐ
ず
つ
い
た
天
気
が
続
き
ま
す
。

北
海
道
は
北
の
高
気
圧
の
勢
力
の

中
に
入
っ
て
い
て
、
は
っ
き
り
と
し

た
秋
雨
前
線
は
な
く
秋
晴
れ
と
な
る

事
が
多
い
の
で
す
が
、
こ
の
時
期
に

台
風
が
北
上
し
北
海
道
に
接
近
す
る

と
、
本
州
方
面
に
か
か
っ
て
い
る
秋

雨
前
線
も
北
上
し
大
雨
と
な
り
、
土

砂
災
害
（
山
崖
崩
れ
・
道
路
の
損

壊
・
堤
防
の
決
壊
・
陸
上
交
通
の
運

休
）
等
が
起
こ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、
十
分
な
注
意
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
秋
の
空
は
春
先
に
比
べ
て

澄
ん
で
い
る
の
は
何
故
で
し
ょ
う
。

春
の
空
は
何
と
な
く
ほ
こ
り
っ
ぽ
く

思
い
ま
せ
ん
か
。
春
は
日
差
し
が
強

く
な
っ
て
い
く
と
き
で
、
地
面
が
暖

め
ら
れ
て
対
流
が
起
こ
り
や
す
く
、

冬
の
あ
と
草
も
少
な
い
た
め
、
ち
り

が
舞
い
上
が
り
や
す
い
か
ら
で
す
。

一
方
、
秋
は
日
が
短
く
な
り
、
地
面

が
冷
え
て
い
く
の
で
、
大
気
状
態
は

安
定
し
風
の
乱
れ
も
少
な
く
、
ち
り

も
立
ち
に
く
い
た
め
、
秋
の
空
は
澄

ん
だ
「
秋
晴
れ
」
と
な
り
ま
す
。

※
旭
川
地
方
気
象
台

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.sapporojm

a.go.jp/
asahikaw

a.htm
l

※
問
い
合
わ
せ
先

旭
川
地
方
気
象
台
防
災
業
務
課

電
話：
〇
一
六
六-

三
二-

七
一
０
二

ご
ぞ
ん
じ
で
す
か
？

検
察
審
査
会

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
は
、
二
〇
〇

三
年
十
二
月
一
日
か
ら
関
東
、
中
京

及
び
近
畿
の
一
部
に
お
い
て
開
始
さ

れ
、
二
〇
〇
六
年
末
ま
で
に
は
、
全

て
の
都
道
府
県
庁
所
在
地
に
て
開
始

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
現

行
の
地
上
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
放
送

は
、、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
へ
の
移
行

に
伴
い
、
二
〇
一
一
年
七
月
二
四
日

ま
で
に
終
了
し
ま
す
。
地
上
デ
ジ
タ

ル
テ
レ
ビ
放
送
の
視
聴
方
法
な
ど
受

信
に
関
す
る
相
談
、
お
問
い
合
せ
は
、

下
記
へ
お
願
い
し
ま
す
。
問
い
合
わ

せ
先
　
受
信
相
談
は
総
務
省
地
上
デ

ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
受
信
相

談
セ
ン
タ
ー
電
話
〇
五
七
〇
―
〇
一

〇
一
視
聴
エ
リ
ア
（
社
）
地
上
デ
ジ

タ
ル
放
送
推
進
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.d-pa.org

北海道では、フリーダイヤルを放置し貸金業者を利用している
方からの苦情相談を受け付けています。通話料は無料です。

また、通話料は有料ですが、フリーダイヤルのサービス曜日・時間以外は、道庁経済都
商工金融課にお電話いただいても相談員が相談を受付けていますのでご活用ください。

道庁　経済部商工局商工金融課近代化資金グループ
電話（011）231－4111 内線26～368

地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送

へ
の
完
全
移
行
の
お
知
ら
せ

貸金業苦情相談専用フリーダイヤルのお知らせ
一お悩みの方は気軽にご相談ください。一

公
正
証
書
は
、
国
か
ら
任
命
さ
れ

た
法
律
の
専
門
家
の
公
証
人
が
作
成

す
る
公
文
書
で
す
。
遺
言
、
離
婚
給

付
、
金
銭
貸
借
、
土
地
建
物
賃
貸
借

な
ど
大
切
な
契
約
を
公
正
証
書
に
し

て
お
く
こ
と
で
権
利
の
争
い
を
防
ぎ
、

あ
な
た
の
財
産
を
守
り
ま
す
。

ご
相
談
は
、
公
証
週
間
に
関
係
な

く
土
曜
、
日
曜
、
祝
日
を
除
き
無
料

で
、
ま
た
、
電
話
で
も
行
っ
て
い
ま

す
。
旭
川
市
四
条
通
九
丁
目
朝
日
生

命
旭
川
ビ
ル
二
階
旭
川
公
証
人
合
同

役
場
・
電
話
（
〇
一
六
六
―
二
三
―

〇
〇
九
八
）
名
寄
市
西
一
条
南
九
丁

目
三
五
番
地
・
名
寄
公
証
役
場
・
電

話
（
〇
一
六
五
四-

三-

三
一
三
一
）

遺
言
や
大
切
な
契
約
は

公
証
役
場
で

十
月
一
か
ら
十
月
七
日
は
公
証
週
間
で
す

苫
前
町
へ
の
寄
付

○
札
幌
市
　
星
　
野
　
一
　
任
　
様

○
三
重
県
　
市
　
野
　
善
　
隆
　
様

社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
寄
付

○
札
幌
市
　
星
　
野
　
一
　
任
　
様

○
九
　
重
　
森
　
本
　
ミ
チ
子
　
様

各
団
体
ク
ラ
ブ
等
へ
の
寄
付

（
古
丹
別
町
内
会
へ
）

○
古
丹
別
　
石
　
川
　
博
　
美
　
様

（
香
川
老
人
ク
ラ
ブ
へ)

○
香
　
川
　
伊
　
藤
　
良
　
子
　
様

ご
厚
志
に
感
謝
し
ま
す

9月 町税の納期
国民健康保税/介護保保険料

の納入月です

発生件数８件
死 者 数０人
負傷者数９人

交通事故死ゼロ日数は
7月31日現在で
820日

苫前町の交通事故情報
平成18年７月末現在

広報とままえ　９月号 13頁

電話番号　フリーダイヤル0120－1－78372
受 付 日　毎週月曜日と金曜日（祝･祭日、12/29～1/3を除く）
受付時間　10：00～12：00、13：00～16：00
受付内容　貸金業に関する苦情の申し立てまたは相談

十
月
は
、労
働
保
険

促
進
月
間
で
す
！

気
象
台
一
口
メ
モ

「
秋
雨
前
線
と
秋
晴
れ
」



風力発電の売電状況
（町営３基 風来望）

18年 売電実績

12,447,367円

平成18年７月分の実績

・供給電力量　551,360kWh 

644,439円

広報とままえ　９月号 14頁

▽
こ
の
夏
は
例
年
に
な
く
暑
い
夏
に
な

り
ま
し
た
。
そ
れ
以
上
に
熱
い
感
動
を

与
え
て
く
れ
た
の
が
、
駒
苫
野
球
部
の

甲
子
園
の
戦
い
で
あ
っ
た
▽
二
〇
〇
四

年
の
全
国
制
覇
は
胸
が
ふ
る
え
た
。
天

と
地
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
わ
か
ら
な
い

ほ
ど
う
れ
し
か
っ
た
。
そ
し
て
、
二
〇

〇
五
年
も
全
国
制
覇
。
こ
の
連
覇
で
さ

え
五
七
年
ぶ
り
の
歴
史
的
な
偉
業
で
あ

っ
た
の
に
、
こ
の
夏
は
、
七
三
年
ぶ
り

の
三
連
覇
に
挑
戦
し
、
引
き
分
け
再
試

合
ま
で
行
っ
た
▽
深
紅
の
優
勝
旗
が
津

軽
海
峡
を
渡
る
こ
と
は
夢
の
ま
た
夢
で

あ
っ
た
。
妥
協
の
な
い
練
習
が
土
壇
場

で
逆
転
、
逆
転
の
駒
苫
野
球
部
を
常
勝

軍
団
と
し
て
い
る
と
考
え
る
▽
甲
子
園

を
ね
ら
う
チ
ー
ム
の
部
員
は
、
ほ
と
ん

ど
が
五
十
名
を
超
す
大
所
帯
で
あ
る
。

駒
苫
は
、
野
球
部
だ
け
で
百
名
を
超
し

て
い
る
▽
当
町
の
小
・
中
・
高
は
、
試

合
を
す
る
た
め
の
最
低
人
数
を
確
保
す

る
の
も
難
し
い
状
況
に
来
て
い
る
。
こ

れ
は
当
町
だ
け
で
は
な
く
、
管
内
町
村

に
も
言
え
る
こ
と
だ
▽
子
ど
も
た
ち
が
、

夢
と
希
望
を
失
う
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、

何
か
打
開
策
は
な
い
も
の
か
▽
団
体
ス

ポ
ー
ツ
を
、
ま
ち
か
ら
消
さ
な
い
よ
う

に
す
る
た
め
に
、
広
域
的
な
チ
ー
ム
編

成
も
必
要
か
も
し
れ
な
い
。

編

集

雑

記

帳

このコーナーは、町内の園児や児童生徒の作品を紹介するコー
ナーです。10月号の予定は古丹別保育所の園児のみなさんです。

苫前中学校の生徒の作品

ちびっこギャラリー

ち
び
っ
こ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ち
び
っ
こ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ち
び
っ
こ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ちびっこギャラリーちびっこギャラリー

『車』

もともと絵を描く
ことが好きなので、
今回は鉛筆でデッ
サンしました。 3年

池上　竹途くん

『ポスター』

色をぬるところが
少し難しかったけ
ど良いポスタ
ーができました。 2年

久野　茜さん

『雲』

全体的にうまくで
きた。

1年

五十嵐大空くん

『刺しゅう』

刺しゅうの生地の
めが細かくて縫う
のが大変でした。

3年

佐々木恵里さん

1年

川村　瑶さん

『球』

野球を中心
に書きまし
た。ていね
いに書けた
ので良かっ
た。

1年

瀬川　和真くん

『ポスター』

苫前から犯
罪がおきな
ければいい
という気持
ちで書きま
した。

2年

大矢根　睦さん

『音』

細い線が太
くなってず
れたけど、
文字のバラ
ンスがきち
んとできた。

1年

川村　瑶さん１等　1億5,000円×26本
前後賞各2,500万円

２等　1,000万円×26本
３等　100万円×260本！
◆発売期間：９月26日～10月11日
※昨年のオータムジャンボ宝くじの時効
（平成18年10月18日）が迫っており
のでますお忘れなく。

1等前後賞合せて2億円！
オータムジャンボ宝くじの賞金は


